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帯広市 防災・減災 指針 の策定について　【概要】

　Ⅰ　策定の経緯 　Ⅲ　主な内容

参考資料 ２

 東日本大震災等を契機に、自然災害の発生を防ぎきることの困難さを教訓とし、災害によ
る被害を最小限に抑える「減災」の視点が重視され、行政機関が取り組む「公助」に加え、
自らの主体的行動で自分の身を守る「自助」と、住民が互いに助け合い地域を守る「共助」
とが調和する取り組みが、極めて重要です。 
 
 このような状況を踏まえ、災害に強い安全で安心なまちを目指すため、平成24年6月に設
置した帯広市市民防災・減災懇話会からのご意見・ご提言、及び市議会総務文教委員会の平
成24年度所管事務調査（調査研究項目）における政策提言などを踏まえ、帯広市地域防災
計画の見直しを行うとともに、具体的に取り組むため「帯広市 防災・減災 指針」を策定す
るものです。 

○ 災害時の被害を最小化する「減災」の視点から、具体的な取り組み項目を列記 

○ 取り組むべき項目を、自助・共助・公助の3つの視点ごとに整理 

○ 市の体制強化を図るため、取り組み項目ごとに担当部を明記 

２ 防災体制の充実（共助など） 

 

   地域における共助の担い手である住民、企業・団体、学校等が、連携・協力し、地域で支え 

   合う体制（地域コミュニティ防災）づくりを推進します。 
 
  ・ 自主防災組織の結成・育成 

  ・ 地区連合町内会を中心とした連携協力 
  ・ 災害時要援護者避難支援の体制づくり 

  ・ 備蓄資器材の整備・更新等 
  ・ 企業等との防災協定の推進  など 
 

平成２５年度 
帯広市地域防災計画の修正 

１ 防災意識の向上（自助など） 
 
    自分の身は自分で守る「自助」の意識づけを、家庭や地域の中で推進します。 

 
  ・ 家庭や地域における意識づくり 

  ・ 広報・周知活動の充実 
  ・ 出前講座の実施、内容充実 
  ・ 防災リーダーの育成 
  ・ 子どもに対する防災教育  など 

市議会 総務文教委員会 

 
平成24年度 所管事務調査(調査研究項目) 

～災害対策について～ 

帯広市民防災・減災懇話会 

 
～地域住民の自助・共助の取り組みによる 

災害に強い地域コミュニティの 
実現に向けて～ 

  

帯 広 市 防 災 ・ 減 災 指 針 

３ 災害に強い都市づくり（公助など） 

 

    公共施設の耐震化や道路、橋梁などの長寿命化を推進します。 

 
  ・ 公共施設の耐震化及び安全対策の強化 
  ・ 民間建築物の耐震化促進 

  ・ 道路、橋梁、学校施設等の長寿命化 
  ・ 治水対策の促進  など 
 

意見・提言 

○１２月中旬～１月中旬    パブリックコメントの実施 

○ ３月           帯広市防災・減災指針の策定 


